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案内人 有元高太
(染色作家 なぞやしき主催)

今回は今までの観察会とはちょっと違う
変わったお話をしたいと思います。

み 緑 る

さて最初に植物園にちなみ、「緑」という
色を取り上げてみたいと思います。
この「緑」という色は飛鳥時代頃から使わ
れてきた色の名前だといわれています。
この「緑」という色はよく植物の色に使わ
れますね、しかし、本当は「そにどり」:の

羽の色だといわれています。
古事記に出てくる大国主命が詠んだ歌の中
に「そにどりの青き御衣 (みけし)」 と詠ん
だ歌がその色の元だといわれています。
「そにどり」だなんて鳥は知らないといわ
れてしまいそうですね。
この歌に詠まれている「そにどり」という
のは翡翠 (か わせみ)の古名のことです。
でも、翡翠 (かわせみ)の羽の色って青い
色ですよね、ではなんでそこから緑という
色が生まれたのでしょうか ?
いろいろとネットや図鑑で調べてみてもき
れいな青い色ですよね。
こうして考えてみると、緑と命名した方は
もしかして青と緑の区別がつかなかったの
だろうか ?なんて思えてくるところですが、
このカワセミの生息場所が一つの鍵のよう
です。
カワセミは山の中のせせらぎに飛び込んで
餌をあさり飛び交う鳥でその中での保護色
であり、獲物に見つからないようにするた
めの色なんです。
確かにそのものの色は青かもしれないけれ
ど、その輝くような青は周りの緑の山の光
の中にあると消えていく構造色 (こ うぞう
しょく)と呼ばれる色です。
羽の色はその緑の光をきれいに反射して緑
の輝くときがあるんです。
つまり写真などで見た鳥の色ではなくて、
自然の中で飛び交うカワセミの羽の色が緑
の由来だったんです。
今の世の中では、テレビやネット、図鑑の
なかの写真などで由来のもとになったもの

を見ることが出来ます。しかし、由来にな
ったその時代にはそんなものはありません。
自然の中で生きている光の中で見る実物が
その由来なのです。

み 絡 (あ 力⇒ 6
-日 本での最初の色の名前一

この色は飛鳥時代以前から日本に存在 し
ていたと思われる色の一つです。そして、
日本での染め色の始まりの色でもありまし
た。
日本では一日を 4つの色であらわしました。
使われた色は「赤」「黒」「白」「青 (灰色)」

でした。
明るいという時間帯が「赤」(明 るいの語源)、

暗い時間帯が「黒」(暗いの語源)そ してそ
の狭間の時間帯が「白」(明け方)と「青 (灰

色)」 (夕 方)だといわれています。
赤は土と火を組み合わせた字なのですが、
土の中の火である溶岩を表し大地の力と生
命力を表していました。
この生命力を表す色を顔料としは丹を使い、
染め色としては茜草を使って身につけまし
た。
前者の丹というのは「土」という意味と水
銀という意味を持っています。
朱色の元となる硫化水銀のことなんです。
地名で「丹生」と呼ばれる名がついた場所
はその硫化水銀の産地なのだとか。まさに
大地の血の色だったようです。
その色を染め色にしたいと思い出てきたの
が「茜草」でした。
現在使われている漢字の茜は草冠に西と書
きますよね。もとは「赤根」と書かれてい
たようです。赤根というのは赤く染める根
だつたから赤根だったようです。
ではなぜ茜になったのでしょう。
夕日の色は茜色などといいますよね。茜草
で染めた色は真っ赤というよりは少し黄色
がかった赤でした。その色が夕日の色に似
ていたところから茜草の色、茜色とな りま
した。草で染めた夕日の色だったので茜と
なったといわれています。
明るいという言葉も赤が元になっています。
赤→明け→明るいとなったといわれていま
す。
ここからもご察しのように、植物の名前が
あって色の名前がついたというのではなく
色の名前があってそれがもとで植物の名前
になった、そういう植物がいくつかありま
す。



か 藍 6

藍という植物はご存知でしょうか ?
徳島の特産品でタデ科の植物です。さてこ
の「藍」なのですが、現在では「藍」と一

文字ですが最初は「藍草」と書かれました。
この「藍」という文字には染料という意味
があり、もともとは色を表す言葉ではあり
ませんでした。
藍という色の名前が出てくるのは江戸時代
ごろ (安土桃山時代という説もあります )。

現在の藍染はちょうどこの頃に完成した
(それ以前にもありましたが、完全に今の

形に落ち着いたのは安土桃山から江戸にか
けてです)のです。
それ以前は ?と いうと「練 (花田と表記す
ることも)」 (はなだ)と呼ばれていました。
露草の花の色というのがその語源です。
この色が藍色の標準色となっていきました。
飛鳥時代から奈良時代にかけては青色は染
めるのが難しく染料としては露草の花を使
って染められました。「編」の語源はこの露
草の田というところからきています。
しかし、この染料には一つ大きな弱点があ
りました。とても堅牢度が弱くしっかりと
染め付けるのはとても大変だったのです。
そんななかで大陸より入つてくる「藍」の

青色はとても魅力だったのでしょう。

研究に研究を重ねて「タデ藍」の灰汁建て
が完成されました。
そして、もともとは染料という意味であっ
た 「藍」が色の名前となり植物の名前とな
っていったのでした。

「藍」にはもう一つのエピソー ドがあり
ます。
その色は「紅」です。
「紅」を染めるのは紅花。これはもとは中
東辺りが原産の植物です。そんな中束の色
はシルクロー ドを通り中国へと渡り朝鮮半
島を通って日本へと入ってきました。
前述のように「藍」として入ってきたので
す。
赤は当時は茜草が主流だったのでとても珍
しい色だったわけです。
そこで呉より渡ってきた染料の色という意
味で「呉藍 (く れあい)」 と呼ばれるように
なりました。この「呉藍」がだんだんと転訛
していき「くれない」となったといわれて
います。その中でも特に赤い色が今で言う
「韓紅 (か らくれない)」 です。
この紅はもう一つの色を作り出しました。
「二藍 (ふたあい)」 と呼ばれる色です。」
この色は青い「藍」と赤い「藍」の二つを

掛け合わせることから生まれた色という意
味です。
藍で染め、紅花で染め重ねることで生まれ
る紫色なんですよ。

か 紫 6

紫は飛鳥ごろからある色の名前です。当
時は大陸 (朝鮮半島)よ り文化や宗教、そ
してさまざまな技術が職人たちとともにや
ってきました。
その中の一つがこの「紫」でした。
「紫」の語源は朝鮮半島にあるんです。
現在も使われている韓国語の「紫」である
「ポラセック」がそれであるといわれてい
ます。
そして、これを染める植物も「紫草 (む ら
さき)」 と呼ばれるようになりました。
紫は当時 (奈 良から平安にかけての王朝文
化時代)禁色 (きんじき)でした。
高貴な色とされるゆえんはそこにあります。
高級官僚たちしか身に着けることが許され
ない色だったんです。
そのため、平安時代には別名を「ゆかり色」
と呼ばれました。
現在あるふりかけで 「ゆかり」というのが
ありますよね、赤紫蘇のふりかけです。
あれがそう呼ばれるのもこれに由来してい
ます。
「紫」にはいくつかの濃さによるくらいが
決まっていました。
標準色の「紫」を中心に「黒紫」「濃紫」「薄
紫」「半色」となるのですが、読めますでし
ょうか ?
紫はある意味特別な色でもあったので、黒
紫以外はちょっと変わった読みをします。
「濃紫」は「こき」、「薄紫」は「うすき」
そして 「半色」は「はしたいろ」といいま
した。
この「半色」は女房付の女官たちがつける
ことがよくあったようです。
高松塚古墳の壁画に描かれた女官たちの衣
装の色の一つがそれだといわれています。
官位で身につける色の濃さが違つていたの
で、薄い紫色は「聴色 (ゆ るしいろ)」 とい

う別名がついています。この「聴色」から
下級官吏も身に着けることが許されていた
ようです。
そこからこの別名がつきました。
紅色のところでお話した「二藍」は「聴色」
と同格の色で、厳密には下級官吏たちや女
房たち、女房付の女官たちもつけることが
許される色でした。



色の和名にはちょっと面白い特徴がありま
す:

西洋文化と日本文化の違いをとてもよく表
しているなあと思います。
たとえば「桃色」というと桃の花の色、「桜
色」というと桜の花の色、それに対して「ハ
シバミ色」や「胡桃色」は実の色なんです。
基本的、日本は花の色が色の名前に、西洋
は実の色が色の名前にとなっています。
明治になり西洋の影響から実の色の色名が
出現するのですが、それ以前は花の色、鳥
の色そして人の名前が色の名前になってい
きました。
その中でもちょっと変わったものがあるの
で紹介しましょう。

み 承和色 6

この承和というので出てくるのは承和菊
を思い出す人が多いのではないでしょうか。
「かの見ゆる池べに立てる承和の茂みさ枝
の色のてこらさ」 (拾遺・雑秋)。

承和菊というのは黄菊の別名で、その色を
模 した色が承和色だと思われるかもしれま
せん。
しかし、本当は承和菊ではなく承和天皇を
その名前につけた人の名前の色名なんです。
承和菊は承和天皇がとても愛した菊でした。
そのときの天皇に少しでもふりむいてほし
いという思いをこめて宮中の女房たちが身
につけた色だったんです。
花の色であり、人の名前の色でもあるとい
うちょつと変り種の色だったようですね。

気象現象と色の名前

か 東雲色 (し ののめいろ)6

東雲色 (し ののめいろ)と いうのは茜色
に対しての明け方の空の色、朝焼けの色の
ことです。

別名を曙色ともいいます。
この東雲色というのは江戸時代の名前で、
茜色が夕焼けの色というのに対 して作られ
た色でした。

茜色と同じくアカネを使って染められる色
なのですが、茜色よりは薄く明るい色目に
なっています。夕方のこれから暗くなると
いう時間帯と朝方の明るくなる時間帯を色
の濃さやほんの少しの加減であらわしてい
きました。

曙色と呼ばれるようになったのは明治にな
つてからです。 (曙 について調べること)

か 虹色 6

虹色というと七色の虹の色を思う方が多
いと思うのですが、そうではありません。
虹色というのは平安時代の色の名前で、江
戸になり虹染 (に じぞめ)と呼ばれるよう
になった色の名前で、紅花の赤色色素で染
めたとても薄い赤色のことで、七色を表し
てはいません。
この色ほど日本人の観察眼を表 している色
はないと思われます。
この色を知ろうと思うと、当時の紅花のあ
つかいを知ることからはじめなければ理解
できません。
当時、紅花はとても高価な輸入の染料でし
た。そのため絹にのみ許された染料でもあ
りました。また、この紅花の赤色色素は染
め上げると少し青みを帯びた赤に染まりあ
がるという特徴がありました。
この特徴は、光沢のある絹に薄く染めたと
きに顕著に現れます。光の加減で青い跡が
ふと目に写るさまに、雨上がりの空にのみ
現れる虹の美しさと拶さを認めた色なので
しょう。
ほんのちょっとの変化をも見逃さず、そこ
に自然の営みを見つけるという感性は日本
人独特のものであると思われます。



カワセミ 撮影 嘉田修平

上からアカネ、ベニバナ、ムラサキ 撮影 有元高太


